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近江鉄道の駅には、企業名がついている駅が

３つある。京セラ前駅、フジテック前駅とスク

リーン駅である。ところが、最後のスクリーン

駅には「前」と言う字が入っていない。何か理

由があるのかと、降車してみた。

わかった！！駅は前ではなく、敷地内だっ

た。調べてみると、従業員の通勤の利便性から

会社が近江鉄道 

に要望し、敷地 

も設置費用も提 

供したとのこと。 

それでいて、一 

般客も利用出来 

る。太っ腹。 

（スクリーン駅編）

【蒲生地区まちづくり協議会】 

ガリ版 100の物語 ⑬ 

福井県鯖江市の孔版画家、助田篤郎さんが一昨年

の 3 月に 68 才で亡くなられました。越前の紙の

文化博物館では、今年、遺族によって同館に寄贈さ

れた作品を展示した回顧展が開催されました。 

 助田さんは、父の茂蔵さんの描く野の花の絵を美

しい多色刷りの孔版画制作を二人三脚で、茂蔵さん

の亡き後も続けられ、私家本など多くの素晴らしい

作品を残されました。 

磨かれた助田さんの 

孔版技術は崇高なま 

でに美しく多くの愛 

好者を魅了してきま 

した。 

 同館では、今後も 

定期的に謄写版(ガリ 

版)をテーマにしたイ 

ベントを行うと共に、 

助田さんの技術をつ 

なぐ作家を養成する 

とのことです。 

八幡社は大塚町に所在し、本殿は覆い屋のなか

にあります。小規模ながら中世の典型的な「一間

社流れ造り」の型式を踏襲して、屋根はこけら葺

きです。室町時代の永正元年（１５０４）の記が

ある絵馬があり、 

桁や垂木の反り増 

しの技法や、蟇股 

や脇障子の繊細で 

美しい文様彫刻な 

どからも、この頃 

建てられたものと 

考えられます。 

「助田あつお回顧展 

ふくいガリバンものがたり」が開催 

 

東近江市指定文化財 

  八幡社本殿 

１月から野口謙蔵記念館で滞在制作をされていた

園田源二郎さんの作品展が3月9日から24日まで

開催されました。 

約 2か月の滞在中に、野口謙蔵や東近江市のこと

について調べたり、聞き取りをしたりして描かれた

新作 30 点をふくむクレヨン画約 70 点が、記念館

に展示されました。 

訪れた人は、作 

品を鑑賞しながら 

写真を撮ったり園 

田さんと会話を楽 

しまれたりしてい 

ました。市内各地 

で開催されたワー 

クショップで作ら

れた作品「おうみ

のれん」も飾られ、

参加者が思い思い

に描いた絵が記念

館の窓を彩りました。

（新ガリ版ネットワーク） 

「令和６年能登半島地震災害」義援金への 

募金、ご協力ありがとうございました！ 

 

アーティスト・イン・レジデンス

滞在制作作品展を開催 

『まなざしのきおく～はいけい、謙蔵さま～』 

【東近江市文化スポーツ部博物館構想推進課】 

おうみのれん 

作品展示 

新年早々の能登半島地震災害で被災された方々が一日

も早く平穏無事な生活に戻られることをお祈りし、義援

金として日本赤十字社に送金させていただきました。 

（集計結果は、下記のとおりです） 

各自治会 1,491,319円 

街頭募金 508,843円 

そ の 他   33,465円 

合 計  2,033,627円 【蒲生赤十字奉仕団】 
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   石塔寺（その 17）石塔寺の石仏群 

 石塔寺には、五輪塔とともに多くの石仏が並ん

でいる。これらもまた室町時代後期から江戸時代

前期にかけて作られたものである。 

 石仏は、一般的にお地蔵さんと呼ばれるが、仏

像としては地蔵石仏、阿弥陀石仏などに分けられ

る。一つの石に一体のものが多いが、二体が並ぶ

ものもある。高さ 30 ㎝から 45 ㎝くらいのものが

多く見られる。一般的には亡き人の供養のために

作られる。二体並座のものは夫婦の供養石仏と考

えられる。 

 現在の石塔寺の石仏群は、五輪塔群と同じよう

に 1927 年（昭和 2）から 30 年にかけての福田海

の整備によるものである。 
石塔寺の石仏（入口付近） 

石塔寺の山上の奥には、八十八ヶ所の石仏を廻

る道もある。四国八十八ヶ所に因むもので、弘法

大師と各寺の本尊とを並べて刻む石仏も多い。今

から 100 年ほど前に整備されたものである。その

道の一番奥の辺りに等身に近い毘沙門天石仏も立っ

ている。 

山門前から山 

上に登る石段の 

左側に並ぶ石仏 

・石塔群の中に

も、弘法大師の

石仏が見られる。

  3月 3日（日）に蒲生 

コミュニティセンターとあかね文化

ホールで「マックスクラブ発表会＆あか

ねっ子フェスタ」を開催いたしました。お天 

気にも恵まれ 1,000人を超す来場者もあり、各 

展示会場や屋台村も賑わっていました。 

それぞれのマックスクラブ員が一年間の活動の成果

を見てもらうために、作品発表や体験を行い、成長の

跡を見せてくれていました。また、蒲生地区内のいろ 

いろな団体も体験や屋台村に協力してくださり、 

地域の方の子どもに対する意識の高さを感じ 

ることもできました。ご参加・ご協力く 

ださった皆様に感謝いたします。 

マックスクラブ発表会＆あかねっ子フェスタ

【蒲生地区地域教育協議会】 
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友達募集中 
LINE公式アカウント 

ID＠508qfqtn 

LINE 

蒲生コミュニティセンター 

コミセン教室・講座あんない

教室・講座の詳細は、QRコードから 
チラシをご覧ください。

 

☎0748-55-0207  IP050-5801-0207  FAX0748-55-3898
【4月休館日】４月３０日（火） （申込・問合せ受付時間）9：00～17：00  

■蒲生地区の人口

（令和６年４月 1日現在） 

人  口：14,156人(－57) 

男 性： 7,034人(－47) 

女 性： 7,122人(－10) 

世帯数： 5,590  (－ 9) 

※(  )内は前月比 

わいが屋＠せせらぎで楽しいひと時を♪ 

13：30～15：00 

ニュースポーツ‘モルック’を楽しもう！

５月の開催案内 

５/16 
(木) 

場所 
問合せ 

東近江市社会福祉協議会 蒲生事務所せせらぎ 

東近江市市子川原町 676-1 

☎ 0748-55-4895  IP 050-5802-2528 

【蒲生地区第２層協議体「わいがや支え合い蒲生」】 

 
どなたでも参 

加できます！ 

 
 

 

 

 

 

 

蒲生子育て支援センターで 

“スマイリーず おたのしみ会“ を開催！ 

 
3月 14日、約 10組の親子が参加し、 

ふれあい遊びや人形劇を楽しみました。 
アンパンマン人形が踊る「ドレミの歌」
では、思わず舞台に近寄る子もあり、一緒 
にリズムを楽しむ姿が見られました。大き 
な蝶の出てくる、「はらぺこあおむし」の人 
形劇は、大人もその良さを味わえるもので、会場全体が楽しさ
に包まれた時間となりました。今年度もこうした企画を予定し
ています。 

第１回  5月 25日（土） 13：30～ 

戦国期の守護六角氏と国衆 

第２回  6月 23日（日） 13：30～ 

動いてきた琵琶湖－そのおいたちを探る－ 

第３回  7月 31日（水） 19：30～ 

東近江の近世石造物と石工 

第４回  9月 22日（日） 13：30～ 

江戸時代の御代参街道と旅行者たち 

第５回 10月 29日（火） 19：00～ 

近江の神道文化－神々と祈り－ 

会場：蒲生コミュニティセンター 小ホール

受講料 1回５00円 （当日 700円）

申込書に受講料を添えて各回開催日の前日までに

お申込みください。

会  場：蒲生コミュニティセンター 小ホール 

受講料：1回５00円 （当日 700円）  

申込書に受講料を添えてお申込みください。 

 

 

 

▶蒲生わいわいサロン
5月 8日（水）10時 00分～11時 30分 
「ボードゲームで遊びましょう」 
【定員】30名 事前申し込み必要 電話・窓口 

【参加費】100円（飲み物代） 【場所】小ホール 

 

 

▶音楽の散歩道（第 220回）
5月 24日（金）13時 30分～15時 30分 

一部 お箏（十三弦）の演奏 

二部  今月の一曲  

【参加費】500円 【場所】 小ホール 

◆こどもクッキング受講生募集案内
【日程選択】日程 A、Bのどちらかを選択 

A…6/15、7/14、9/28、10/19、11/30、2/16 

  B…6/22、7/28、9/29、11/2、12/1、2/23 

【場  所】学習室２、調理実習室 【定員】12名（先着順）  

【受講時間】９時半～13時【受講料】3,000円 【材料代】4,200円 

【申込受付】Web・窓口 ５月 11日（土）より（9時～17時） 

お問合せは…蒲生子育て支援センター 

℡0748-55-4889  IP050-5802-9361 


